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動物福祉を推進するために必要なことは《共感力》 
環境省動物愛護管理室・立田室⾧へのインタビューを掲載 

 
動物関連団体へのオンライン寄付サイトを運営する公益社団法人アニマル・ドネーション（所在地:東京都港区、代表理事:
西平衣里、通称アニドネ、https://www.animaldonation.org/）は、2023 年に環境省自然環境局総務課動物愛護管理室の
室⾧に着任された立田理一郎様へのインタビューを 2023 年 12 月に実施し、本日３月７日よりアニドネ公式サイトに全文
を掲載開始いたしました。 URL:https://www.animaldonation.org/blog/interview/government_report/53406/ 
 
 
■立田理一郎室⾧プロフィール 

 
1977 年生まれ 
環境省 自然環境局総務課動物愛護管理室・室⾧ 
2002 年、環境省入省 
環境省本省と日本各地で国立公園の保全計画、野生生物保護等の自然環境行政に従事。 
2023 年 9 月から現職。 
 

 
■「保護犬・保護猫の高齢者への譲渡」への柔軟な検討と挑戦 
昨今の環境省の取り組みのひとつとして挙げていたのが、高齢者の方への保護犬・保護犬譲渡のモデル事業についてです。
都道府県によっては 60 歳を上限にしているところがあることを認識されながらも「高齢であるということが、必ずしも譲
渡できない理由ということではなく、何かあった時には譲渡する先があるとか、本人以外に世話をしてもらう体制があると
か、さまざまな条件や環境を検討して判断すべき」といった柔軟な見解を示されました。 
また、人間だけでなく犬や猫においても“高齢化”社会が訪れていることを受けて、譲渡にあたっての適切なガイドラインの
策定についても現在検討を進めていることを明らかにされています。 
 
■動物飼育を考える方、動物に関わるすべての人に期待する「共感力」 
2019 年の動物愛護管理法改正を受けて、その法令遵守確認のため「2023 年 11~12 月には環境省からの要請で都道府県等
の自治体職員がペットオークション会場や繁殖業者への立ち入り検査を実施」するなど、動物福祉の環境改善に努められて
いる中、立田室⾧が言葉にしていたのが「共感力」でした。 
「繁殖業者もぺットショップも、動物と飼い主をつなぐ重要な役割を担う存在」であり「ものを販売しているわけではなく、
命ある動物を届けているという意識をもっていただきたい」と期待しながら、「（さまざまな立場を繋げ、ともに課題解決に
向かうには）共感力から物事が始まる」と仰っていました。 
 
 
〇立田室⾧のインタビューを終えて 
穏やかで落ち着いたご応対を頂きながら、現場をしっかりと把握して物事を着実に進める力強さを感じることができたのが
とても印象的でした。元はレンジャー職といわれる技術的なご経験があることもその背景にあるのかもしれません。 
そして「規制によって動物と人が疎遠になってしまうのは本末転倒で、本来規制があるのは“人と動物の共生をする社会”を
目指すため」という言葉はアニドネのビジョンとも重なっています。私たちとしても引き続き動物愛護管理室とも連携を続
けてまいります。 



 

■ 法人概要 

法人名 : 公益社団法人アニマル・ドネーション（ https://www.animaldonation.org/ ） 
代表者 : 西平 衣里（にしひら えり） 代表理事・マネジメントディレクター 
所在地 : 〒107-0062 東京都港区南青山 2-15-5 FARO1F 
設 立 : 2010 年 7 月（サービス開始:2011 年 9 月） 
活動内容: 1.動物福祉活動の支援に特化した寄付サイトの運営 
      2.動物関連団体へのサポート活動 
      3.「人と動物の共生」を社会に広める活動 
 
【本リリースに関するお問い合わせ窓口】 
公益社団法人アニマル・ドネーション 広報担当 小澤（k.ozawa@animaldonation.org） 

『アニマル・ドネーション』とは 
動物のためにがんばっている団体と、自分も何かしたいと思う人や企業を結びつける日本初の動物関連に特化したオン
ライン寄付サイトを運営する中間支援組織です。「どのような施設や活動を支援したらよいか分からない」という多くの
方の声に応え、厳正な審査を経て認定された団体（※）へ寄付をお届けしています。 
また、動物福祉の向上を目指して、ともに考えアクションを呼びかける AWGs（Animal Welfare Goals）プロジェクト
も展開して、犬や猫に関連するさまざまな情報の発信を行っています。 
「キモチをカタチに」 ― 動物福祉や他の分野においても、人々が協力しあい、想いをそれぞれの形で行動として社会
づくりに貢献していける。そんな豊かな気持ちを育める寄付文化の醸成をアニマル・ドネーションは目指しています。 
※ 寄付先は、動物のためにがんばる団体（保護団体・介在団体・伴侶団体・啓発団体）が対象です。アニドネが提供する情報をもとに、

寄付支援者自らが寄付先を選び、オンラインで直接寄付できるのも特徴です。アニドネはこれまでに、個人の方・団体の皆さまから、

480,852,724 円（2024 年 1 月末時点）の寄付金をお預かりし、「保護団体」、「介在団体」、「伴侶団体」、「啓発団体」へ寄付を届け、

その活動を支援しています。今後もアニドネに寄せられる多くの寄付金を、高い理念と目標を掲げ活動する団体が有意義に活用できる

よう努めてまいります。 
 


